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座談会「スローな働き方と出会う」

　当研究所会員の田中夏子さん（都留文科大学）と杉村和美
さん（ワーカーズコープアスラン）の共著『スローな働き
方と出会う』（岩波書店）が3月に出版されました。
　田中さんは、学生たちとの交流や長野の農村での女性
たちの仕事おこしをに関わるフィールドワークの経験、
また杉村さんは、自身の倒産争議からの仕事おこしの体験を通じて、 「仕事と
は何か？」「働くこととは？」という問題に取り組まれています。リストラや激し い市場競争
の中で、ともすれば後回しにされる、「労働の意味」を、「市場の中での生き残り」といった発 想ではなく、
自分たちの身の丈にあったやり方で掴み取ろうとする人々を、現場レベルで紹介しています。
　今回、同書の出版を記念して、ILO 駐日代表の堀内光子さんと著者による座談会を行い、日本における
ディーセントな働き方としてのスローワークの可能性について語っていただきました。（編集部）

―――まず田中さんから、この本の中で、「ス
ローな働き方」＝「スローワーク」という言
葉に込めたものを少しご紹介いただければ。

田中　「スロー」という言葉が、今いろんな
ところで使われるようになっています。ス
ローフードにはじまって、スローライフ、ス
ロータウン、スロービジネス、スローラブ、
そしてスローワーク……。これだけあらゆる
ものに「スロー」が用いられるのは、それだ
け「スロー」という発想に魅力があるからだ
と思いますが、そこには二つの方向性がある
と思います。

　ひとつは、言うまでもなく、スピードや効
率重視の社会のあり方を疑問視し、人間が
大事にされる暮らし方、働き方を構築して
いこうという発想。そしてもうひとつは、一
見「スロー」という価値に寄り添うかに見え
て、実は「スロー」を販売戦略の対象にしよ
うとする、「スロー」市場化の方向性です。た
とえば、チェーン展開するファミリーレス
トランですら「スローフード」を掲げるよう
になっていますし、三井物産戦略研究所が
中心となって設立した「スロータウン連盟」
では「スピードとスローの共存」を唱ってお
り、もともとの「スロー」論が持っていたラ
ディカルな発想が骨抜きにされています。
こんなふうに複数のベクトルを含んで混乱
する「スロー」への期待を整理する必要があ

ると考えました。



55

協同の發見 2004.3 No.140

　今の世の中を規定している「経営の短期
主義」、つまり「より速くできるだけ多くの
利益を」ということに価値を置く市場の原
理、それが私たちをどういうところに追い
込んでいっているかを見ていきますと、働
く現場のみならず、暮らしの場にも相当深
刻な影響が及んでいます。そうした現状に
対して、｢スローな働き方｣が、浮世離れした
ユートピア的な働き方として世の中の隙間
に存在するという形ではなく、社会を規定
する市場主義のあり方に変更をせまってい
くものとなるには、どうしたらいいか、それ
を考えることが本書の目的でした。むろん
その根底には、私自身の働き方、生き方、あ
るいは研究方法についての悩み、疑問も大
きく存在しました。
　そこで「スローな働き方」をキーワード
に、農村部の女性たちを中心とした仕事起
こしや、社会参加に困難を抱える人々が切
り開く新しい働き方、また労働者の手に
よって再建された職場や職人さんたちの新
しい挑戦、文化と産業を結びつけようとす
るまちづくり運動等を訪ね歩き、働く現場
から捉えた「スロー」の可能性と課題（困難）
を描こうと試みました
　杉村さんはそれをまさにそうした新しい
働き方の開拓をご自身で担ってきた立場か
ら、そして私はそれらを取材したり、調査研
究してきた立場から、二人で意見交換をし
ながら書き進めてきました。

杉村　私が担当したのは「第３章　企業倒
産からの再出発」で、倒産した企業の労働者
が立ち上げた労働者事業体を取り上げた章
です。文字どおりの｢ゆっくり｣という意味の
「スローワーク」とはほど遠い現場の話なの
で、はたしてこの本にフィットするのかな

というのが最初から最後まで疑問点として
ありました。ただ、最初に田中さんと、この
本では｢スローワーク｣という言葉にどういう
内容を持たせるのかについて検討したとき
に、単なる速度を意味するのではなく、ス
ローフード論で唱われている原理を援用し
て、「質が高く、吟味されていること」「人々
の暮らしを破壊しない働き方であること」
「社会にむけて発信力のあること」などを含
めようということになりました。またその
討論のなかで、直線的な成長でなく「行きつ
戻りつできること」が田中さんから出され、
それならば、倒産から立ち上げた事業体で
の働き方も、｢スローワーク｣といえるのでは
ないかということになったのです。
実際、一般の企業では、戻るどころか立ち
止まることも許されないで、どんどんせか
されていく、目先の作業に追われて考える
暇もないという状況があります。一般の企
業だけでなく、実は、ワーカーズコープであ
るアスランも同じような悩みを抱えていた
ので、他の労働者事業体を運営されている
方に、そのへんのことを聞いてみたいとい
うのがありました。そのなかで｢対話｣という
言葉が、キーワードとして出てきました。

―――ＩＬＯでは、「ディーセントワーク」
を提唱されていますが、その一要件でもあ
る「対話」も含めて、この本での「スローワー
ク」の概念と重なるものがずいぶんあるの
ではないかと思います。ディーセントワー
クのほうが大きな概念だと思いますけれど
も。堀内さんには、この本の感想も含めまし
て、そのへんのことを少しお話しいただけ
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ますか。

堀内　本自体は、楽しく読ませていただき
ました。現場の実態がわかる、働く人の気持
ちがわかるような本だったので、とても感
銘を受けました。

田中・杉村　ありがとうございます。

堀内　日本でディーセントワークというと
き、企業社会が前提で、仕事がディーセント
ワークになっているかどうか、というよう
に語られます。たとえば、今、杉村さんが
おっしゃったように、企業の中で主体的に
動けない人間がいる、と。そこで、主体的に
動けるように組織・システムを整備すると
か、もう少しその状況を改善するために組
織の中で対話をするとか、日本ではディー
セントワークを実現するということを枠組
みづくりをすると受け止めている人が結構
いるようです。

　しかし、ＩＬＯがディーセントワークと
いうとき、人々の「エンパワーメント」にも
大きな比重が置かれています。私は、仕事と
エンパワーメント、そしてディーセント
ワークをどのように結びつけていけるのか、
企業の中でどんなふうに人々がエンパワー
メントすることができるのだろうかといつ
も考えていたのですが、この本は、まさにエ
ンパワーメントのこと、人々の力というも
のが描かれていて、そこにすごく感銘を受
けました。この本は、仕事を通してのエンパ
ワーメントが可能なのだということを教え
てくれました。
　特に杉村さんがお書きになったリストラ
された人たちの話は、もちろん不当な解雇
を受けて、働く者の権利を守るために闘っ
たという側面もありますけれども、もう一
面では、その職場の人たちが自らエンパ
ワーメントをして、自ら立ち上がって仕事
をつくっていく――それは、私たちが今ま
であまり注目してこなかった部分ですが
――その様子が描かれています。厳しい状
況にあっても、今まで培った経験だとか仲
間どうしの信頼をベースにしながら、仕事
をつくってきた人々がいるということ、そ
してそれは、誰にでもできるのだと気づか
せてくれました。
　ただ、なぜ「スロー」なんだろうと、個人
的には思います。「スロー」というより「普
通」といったほうが、いいのでは？　
「ディーセントワーク」も、日本語に訳すの
は難しいのですが、「普通にやろうじゃない
か」ということなんですよ。何が普通なのか
という議論はありますが。この本は、人々の
仕事を通じてのエンパワーメント、あるい
は仕事をつくるというエンパワーメントの
本として読めるのではないかというのが、
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私の感想です。

杉村　私自身、アスランを立ち上げる過程
でそういう力を感じ続けてきたので、それ
を伝えられたのは、とてもうれしいです。
堀内　この本全体が、人々が、持てる力を自
ら伸ばせるという可能性を描いた物語に
なっていますね。
　女性たちによるワーカーズコレクティブ
とか、労働者協同組合ができたのは、80年代
初頭ですよね。ちょうど私は82年ごろから
海外勤務が多くなって、日本にいなかった
のですが、その間にこういう動きが大きく
なったのですね。ずいぶん、日本の文化とい
うか、考え方とか、価値観とか、行動が変
わってきたように思いますが、このスロー
な働き方というのも、そのひとつの表れな
のではないでしょうか。

杉村　この10年くらい、職場・仕事をめぐ
る状況自体は厳しくなっていて、働く者に
とっては受難の時代だと思います。だけど、
そうした状況にもかかわらず、あるいは、そ
うした状況だからこそかもしれませんが、
厳しい寒さの冬に、硬いつぼみのなかで花
が開く準備をするように、矛盾のなかで、そ
れを超えようとする力、息吹は生まれてく
るのかな、という感じはあります。

堀内　そうかもしれませんね。

堀内　ディーセントワークの話に戻ります
が、なぜ、ＩＬＯがディーセントワークの実
現を、声を大にして言っているかというと、

やはりグローバル化の問題と無縁ではない
のです。言葉の意味どおりの「グローバル
化」は、別に悪いことではないのですが、現
在のグローバル化は、まさに市場の力だけ
で動いていて、そのためにさまざまな問題
が出てきています。なんといっても、今のグ
ローバル経済のルールは、公正とはいえま
せん。きちんと公正なルールをつくるべき
だという考え方が、ディーセントワークの
底にはあるのです。だから、市場の力――労
働市場における需要と供給の関係で労働条
件が決まるという状態――だけに委ねない
で、それ以外の何ものか、社会正義とか、公
平公正とか、すなわち社会政策などを講じ
るなどして、市場一辺倒に歯止めをかける
必要があります。このまま放っておくと、底
なしの競争になるのではないか。それを止
めようということでディーセントワークが
出てきたのです。
　もうひとつ、グローバル化が進めば進む
ほど、人々のアイデンティティーを求める
気持ちは強くなるし、地域に戻る力という
のも大きくなるのではないかと思うのです。
安らぎとか、ゆとりは、やっぱり地域の中に
あると、再認識されてくるのではないで
しょうか。
　昨日も、ある大学で倫理学の先生方と話
をしたのですが、今、労働の場である企業
と、生活の基盤である家庭、それを取り巻く
地域、その三つがばらばらになっていて、そ
れをどのようにして統一していくかが大き
な問題になっています。それは、こういうス
ローな働き方によって、実現できるので
しょう。これがグローバル化に対するひと
つの回答、というと言い過ぎかもしれませ
んが、広い意味では我々の提唱している
ディーセントワークと重なっていると思い
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ます。

―――そのへんのことは、本書でも、田中さ
んが書いていらっしゃいますね。

田中　農村女性たちは、日常的な活動の中
では「グローバル経済」を直接意識すること
は少ないようですが、農業といえば、実は非
常に厳しい形でグローバル化の問題に直面
してきたといえます。

堀内　日本では、農産物はほとんどが外国
から輸入されていて、自給率はすごく低い
ですからね。

田中　ええ。それでもなぜ農業を手放さな
いで生業として守っていこうとするのか。
その「耐久力」について考えてきました。農
村で女性たちに仕事の話を聞いていくと、
話は仕事に留まらず、家族の中で厳しさや
孤独を感じながら生きてきたこと、同じ立
場の「嫁」どうし集って仲間づくりをしたこ
と、農業が持つ価値をどうやって社会に発
信していこうか工夫を重ねてきたこと、自
分たちの身近な問題のみならず、都市部の
「荒れる高校」から生徒たちの受け入れをす
るなど、より広範な社会問題に対して行動
範囲が広がっていったこと･･･、これらがい
もづる式に出てくるんですね。仕事の話な
んだけれども、家族や仲間のことも、それか
ら地域のことや、地域を越える社会的な関
心も、そこに渾然一体となって盛り込まれ
ているという印象でお話をうかがいました。
その「渾然」ぶりが、ともすれば「市場の論
理」に引きずられがちな経済活動を、「暮ら
しの論理」によって規制する役割を果たし
ているのではないかと思います。雇用労働

者はそれらを切り分けて生きているのでは
ないでしょうか。

堀内　ほんとうにそうですよね。私が開発
途上国での仕事起こしのお手伝いをしてい
てすごいと思ったのは、女性たちが仕事を
通じて、公共政策のところまできちっと意
見を出すようになっていくことです。まさ
に田中さんが書かれている農村女性と同じ
で、仕事を通じて、自分たちの身近にある問
題と地域社会を考えることが、ほんとうに
女性のエンパワーメントになっています。
その結果として、男女平等が根づいていく
様子を見てきました。ですから、このような
協同での仕事起こしは、男女平等を根づか
せる有効なひとつのやり方ではないかと感
じています。
たとえばバングラディッシュで、池をつ
くって魚の養殖をするという仕事に100ドル
ぐらい貸したんです。１日１ドルぐらいし
か返さないので、息の長い借金生活になる
んですけれどね。その養殖した魚を売って
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得た収入を、一部は返して、一部はまた投資
をして、もうひとつ池をつくって養殖をす
る。そのほか、農産物をつくるということも
あります。魚の養殖はその村にタンパク源
を供給することになったわけですが、この
仕事を始めるにあたって女性たちは、この
地域では何を必要としているのかを、まず
考えたのです。女性たちって、その地域が必
要としているものに対応して、ある程度は
利益が上がって持続可能にできる仕事は何
かを考え出せる力をもっていますよね。自
分たちの収入のためだけではなく、同時に
その地域のためにもなる仕事を、ね。
また、パキスタンは、アジアでも男女平等
が進んでいない国のひとつなのですが、仕
事を通じて、そこの農村地域で初めて女性
の団体ができて、村の寄り合いでも意見を
言うようになりました。

堀内　それともうひとつ、この本で感銘を
受けたのは、「対話」について書かれている
ところです。非常にとことんまで議論して
やっている様子が描かれています。これは、
女性の特徴といったら語弊があるかもしれ
ませんが、開発途上国の女性たちも、ほんと
うに丁寧にやっていますよ。皆さんが納得
をして進む。時間はかかるかもしれないけ
れども、対話を大切にするというのは、「ス
ローな働き方」の重要な要素といえるのか
もしれませんね。それも、「妥協」じゃなく
て「合意」だ、と書かれているのがおもしろ
かった。日本語の「妥協」という言葉は、ネ
ガティブな意味合いが強いのですね。英語
だと、３人いたら当然のことながらまずど

こかで妥協する、それから合意に達する、と
なりますが。「妥協じゃなくて合意だ」とい
うのは、英語では説明できないですね（笑）。
ディーセントワーク実現の戦略目標にも、

「社会対話」というのがあります。関係者の
建設的対話こそが、問題解決への最良の方
策だと考えています。そういう意味でも、こ
の本で述べられていることは、私たちが提
唱しているディーセントワークとつながっ
ています。

田中　ディーセントワークの魅力というの
は、いくつかあると思うのですが、私がこの
言葉に魅力を感じるのは、「節度ある働き方」
といいますか、きちんとブレーキがかけら
れる、という意味合いを含んでいるところ
です。それは、他人のためのブレーキであ
り、自分のためのブレーキでもあり、さらに
は、途上国の経済的な自立を願って今自分
たちがどういう経済の仕組みをつくってい
かなければいけないかというところまで考
えながら、仕事をしていくことだと思うん
ですね。
　「スローワーク」という言葉に込めた、人
を踏みつけにしないという感覚と、ディー
セントワークというのはこの点で共鳴しあ
うのではないかと思っているのですが。
堀内　人間らしい働き方って何だろう、と
いうことですよね。やはり人間は、仕事だけ
が全人生じゃなくて、家庭もあるし、地域で
の活動もあるし、自分の趣味や勉強の時間
もあるかもしれないし、それらをあわせた
ものが人間の生活ですよね。これまでは、仕
事について考えるとき、たとえば労働法に
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しても、企業の中での仕事・働き方しか見て
こなかったわけです。そういう、人間の生活
を仕事と暮らしに切り分けたような捉え方
ではなく、もう少し総合化して見なければ
いけない時代になったのではないかと思い
ます。
　労働法ができた当時は、なにしろ十何時
間も奴隷みたいに働かされていたわけです
から、労働時間を短くしようというような
ことに焦点が当てられたのですが、現代で
は、なぜ労働法や労働政策、労働運動が企業
の中だけしか見ていないのかという疑問が
出てきていますね。仕事と家庭の両立とい
う問題も出てきていて、労働法とか労働関
係の分野でも、「家庭」については射程距離
に入るようになってきましたが。

杉村　田中さんが、先ほど「雇用労働者は、
暮らしと仕事を切り分けて生きている」と
言われましたが、まさにそのとおりで、私な
ども、ずっと雇用労働者として企業社会で
働く中で、いろんな矛盾を感じてきました。
私は四国の出身なのですが、東京に出てき
た当初、とにかく通勤時間が長いのに驚き
ました。職住接近でないために、子どもを抱
えていたり、病人や介護の必要な親をかか
えている女性は、労働組合運動ができない。
それで、労働組合運動は男性社会になって
いて、女性や困難を抱えている人たちの声
が、労働組合運動に反映されない。すると、
ますますそうした人たちが労働組合運動か
ら遠ざかっていくという悪循環になってい
ます。一方、暮らしの中のいろんな矛盾も、
現実的には職場のあり方・働き方を変えて
いかないと――これは、男女ともにですが
――解決できない問題が多いと思うのです
が、それはそれで仕事とは切り離されたと

ころで語られてきたように思います。これ
までは、労働組合運動が仕事と暮らしをつ
なげるという視点をあまり持っていなかっ
たように思います。

堀内　労働運動というのは集団主義の運動
なので、やはりメインストリーム（主流）の
人間の問題しか課題に上らなかったのでは
ないかという反省がありますよね、世界的
に。メインストリームの人たちが、頑健で、
家庭責任を負わなくてもよいような男性で
あれば、当然のことながら、家庭の問題は出
てこないですからね。家庭や地域のことは
女性が担う領域であって、女性は第二次的
な労働者だから、パートで働くなどの折り
合いをつけてやればよい、男性は文句も言
わず、２時間でも通勤電車に乗って会社に
行き、長時間労働をする、ということでずっ
ときたのです。そういう意味では男性と女
性の労働のモデルがものすごく違っていた
社会といえるし、職場、地域、家庭がすごく
分離した社会だったといえますね。特に都
市部はそうですよね。その矛盾に、今、人々
が気づき始めているのではないでしょうか。
これから高齢化社会になるわけですが、そ
のなかで、そういうことを考える男性も増
えてくると思いますよ。

田中　この本の中では、企業社会のあり方
やグローバリーゼーションに対する対抗的
な働き方として始まった協同労働――ワー
カーズコープや労働者協同組合など――に
おいても、人間らしい働き方がそのまま自
動的に保障されるわけではない、というこ
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杉村和美さん（ワーカーズコープアスラン）

とについて、問題提起をしています。
堀内　ワーカーズコープアスランのところ
でも、過重労働を解消するにはみんなで仕
事を分けることが大切だけど、言うのは簡
単だけれども、なかなかうまくいかないと
書かれていますね。

田中　うまくはいかないけれど「このまま
でいい」とは思っていない、自分たちの働き
方に対する危機意識を持っているというこ
となのですが、実際には「協同労働」の事業
体といえども、市場と対峙して生き抜かな
ければならない以上、メインストリームで
ある企業社会での働き方をそのまま再現し
てしまうという実態があります。ですから、
企業社会に対してだけでなく、それに対抗
する役割を担っている「協同労働」の世界に
対しても、働き方の見直しを問いかけるこ
とが必要ではないかと思います。
堀内　どうやったらスローな働き方が成立
すると思いますか？　協同労働の現場で
は？

田中　それが難しいんですよね。

堀内　全体の価値観が変わらないと、なか
なか変わらないのではないかという気がし
ます。いいものには価値を与えるというの
がありますね。何でルイ・ヴィトンを、みん
なはあんなべらぼうなお金を出して買うの
か。それは価値があると思っているからな
んですよ、たとえが悪いかもしれませんが。
協同労働の事業体では、長時間働かなけれ
ば成り立っていかないというのは、やっぱ
りひとつの問題として、報酬が低いという
のがありますね。
　介護の領域は、介護保険があるのでその

枠組みの中でやっていけると思うのですが、
それ以外の業種は市場で競争しないといけ
ないので、大変ですね。協同労働でやれる領
域というのはあるのでしょうか。

田中　日本では、企業が入り込んでいない
領域というのはないですね。イタリアでは、
ある程度住み分けがあって、協同労働の事
業が独自のやり方で成り立っていく領域が
あるのですが。イタリアでは、企業の未成熟
ということもあるのだと思いますが、日本
ではそんなことは言っていられない状況な
ので、杉村さんが企画・編集された『入札改
革』（武藤博己著・岩波新書）にあるように、
自治体が、環境、男女平等、公正労働基準へ
の配慮など社会的価値のあるものに対して
ちゃんと相応のものを払うような入札制度
に変えていくように、どういう評価項目に
するかを含めて、協同組合や非営利事業の
労働の側から提起していくことが、ひとつ
の方向としてあるのではないでしょうか。
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堀内　そうですね。日本の公共政策のあり
方も関係しているのでしょうね。「公正労働
基準」というのをとってみても、なかなか公
共政策がモデルを示すという例が、日本で
は少ないんですよ。あと、消費者教育といい
ますか、サービスや商品の買い手たちの教
育というのはどんなものでしょうか。商品
やサービスを、適正な価格で買う、というよ
うな。

杉村　今、開発途上国からの商品を買うと
きに、「フェアトレード」ということが言わ
れますね。途上国の人たちが生活を維持で
きるように配慮して、適正な価格をつけて
いる商品が売られています。
堀内　「企業の社会的責任」というのも注目
されていて、環境保全や適正な賃金・労働条
件の確保など、社会的な責任を果たしてい
る企業に投資するという「社会的責任投資」
なども広がってきています。投資だけでな
く、もっといろいろな面で社会的な価値の
あるものに対して評価を与える仕組みが必
要です。入札制度は、確かにそのひとつです
ね。

――先ほどの消費者の教育というか、働き
かけに関連していうと、たとえば学童保育
は、もともとはこういうものがないと母親
は働き続けることができない、ということ
でつくってきたのですが、それが制度化さ
れて公的なサービスになっていく中で、親
は消費者になっていって、保育への参加や
かかわりがどんどん薄れてきています。制
度化される前から保育運動を担ってきた人

たちは、親を育てるということをやってき
た。親が望むサービスであれば何でも提供
する、ということではなく、親に対してもさ
まざまな働きかけをしてきたのだが、とい
う話を聞きました。

田中　エコテックの都筑さんは、かつてド
ラム式洗濯機を開発したときに、「ひとつの
製品をつくるのに、製造者はもとより、それ
を運ぶ人も販売する人も利用者も、さらに
はそれを廃棄処理や再資源化する人も、い
ろんな人のかかわりがあればあるほど、製
品のほんとうの価値が生まれる」とおっ
しゃっていました。そのために時間がか
かっても、そのコストは、いい製品をつくる
ためのコストだという考え方ですね。そう
いういろんな人がかかわったものこそ価値
があるという考え方は、まさに協同労働の
結果として製品を生み出していく、協同労
働によってそこに行きつくという道筋もあ
るのではないでしょうか。サービスや財を
つくる人間だけでなく、そこにかかわる
人々すべてが働きかけや葛藤・対話を通じ
て、成長していく過程は、協同労働ならでは
だと思います。

杉村　企業における労働も、労働というの
は本来、協同労働だと思うのです。でも、労
働をそういうふうに実感できない現状があ
る。特に能力主義が職場に導入される中で、
働く人たちはますますバラバラにされ、お
互いに競争させられています。そういう中
で、｢労働とは何か｣を問い直すこと、労働と
は協同の営みなんだということを実感でき
るような職場にしていくことは、企業の中
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でこそ必要なのではないかと思います。協
同労働というと、ワーカーズコープをつく
ればいいというのではなくて、企業の中で
も労働組合が、労働条件の改善だけでなく、
「労働とは何か」を問いかけるような取り組
みをしていかなければならないのではない
でしょうか。そうしなければ、ますますバラ
バラにされていくような気がします。

堀内　「効率」と「公正」が常にせめぎ合っ
ている状況の中で、ＩＬＯの基本的精神で
ある「労働は商品ではない」という原点に立
ち返る必要がありますね。現代のグローバ
ル化の最大の問題は、グローバル競争が価
格競争になってしまっているという点です。
その結果、働いている人の賃金や労働条件
にしわ寄せがきています。やはり、働いてい
るのは血も涙もある人間なんだということ
を中心に据えて、そこからこの状況をどう
やって超えていくかを考えていかないとい
けませんね。
　もうひとつ重要なことは、働いている時
間は、人が起きている時間のうちの大部分
を占めているわけですから、やはり仕事が
楽しいと思えるような、そういう仕事・職場
をつくるべきではないかと思います。この
本の中でも、ベルトコンベアでの仕事をす
るパートであっても、仕事をする喜びとか
やりがいを感じながら働いている様子が書
かれていますよね。「自分がつくっている製
品を、自分の財布を開けて買おうという気
になるかどうか、考えながらつくっている」
と。これって、まさに仕事の原点ですよね。
その原点を、どうやって取り戻すかという
ことだと思いますね。

田中　どんなに不安定な就労であっても、

仕事との向き合い方によっては、自らが成
長したり社会との接点を模索する機会へと
つくりかえていくことができるということ
を、痛感しました。ただし、そういうものを
企業側は、ひとつの見えない資源として利
用してきたところがあるのです。今はそれ
すらも崩れ始めている時期にきているので、
ここで手を打っておかないと、人が労働を
通して成長していくというようなことがど
んどんなくなっていくような気がします。

杉村　田中さんに質問したいことがあるの
ですが、「農村の女性たちの仕事起こし」の
ところで、農村女性の無償労働に替わる取
り組みとして、｢市場化｣ではなく｢社会化｣す
ることが求められる、と書かれていますが、
「社会化」とはどういうイメージなのか、少
し説明していただけますか。

田中　さっきの保育の話でいいますと、子
育てというものを自分たちの手元に置きな
がら仕事としても成立させていくためには、
自分で担っていくという部分をどこかに残
しておかないといけない。そうでないとど
んどん自分が消費者化していきますよね。
完全に消費者化しないで、つくることにも
関与しながら消費していくということだと
思います。一般には消費と労働という二つ
のジャンルがありますが、「担う」というの
は、どうしてもボランタリーな側面を持ち
ます。これは否定しようがない。これまでは
それを女性だけが担ってきたわけですけれ
ども、そこに男性にも参加をしてもらいな
がら、共に担っていくことを「社会化」とい
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うふうに言っています。
これは、インフォーマル経済をどういう
ふうにとらえるかということと関連します。
女性が担ってきた家事、教育、介護、あるい
は地域を支える共同仕事など、広範な｢アン
ペイドワーク｣が存在するわけですが、これ
らを全てまるごと市場経済に投げ出してし
まうのではなくて、自分たちの手元に引き
寄せながら（＝コントロールしながら）光を
当てていく（＝社会的評価と経済的対価を
認めていく）というか、そういう概念が「社
会化」だと思うんです。

堀内　労働運動の側からいうと、イン
フォーマル経済というのはフォーマルな形
に移行する一過程だと捉えられていますが、
今田中さんがおっしゃったような「社会化」
というか、いい形でつくりあげるのもいい
のではないかと思いますね。賃労働化とい
うのは、労使関係のもとに置くわけですか
ら、企業になるわけですよね。全部が全部、
企業化するのがいいことではないと思いま
す。
インフォーマル経済は、先ほどから何回
も言っている言葉ですけれども、まさに
人々のエンパワーメントを通して、きちん
とした働き方ができるような形にすること
が基本ではないかと思っています。
ただし、形としてフォーマル化をめざす
というのであれば、企業もともかく、協同組
合も適切な形といえるのではないかと思い
ます。ディーセントワークが確保できる仕
事のしかたの一形態として、ＩＬＯも、協同
組合を位置づけています。

杉村　協同組合は、仕事を起こすというこ
とと、人間らしい働き方を追求することの
二つを課題として立ち上げるわけですが、
それが存続できるように支えるシステムが
できないものかと思うのですが。

堀内　日本では、人間らしい働き方の形を
追求する協同組合というのが、広がってほ
しいですね。そこで働く人の数は企業で働
く人の数ほど多くはならないでしょうが、
数の問題ではないと思うのです。人々がそ
うした協同組合で働くことを通して、自分
の成長と地域社会とのつながりを見いだし
ていくというのは、ほんとうに大切なこと
です。価値観とか、理念とか、そういう問題
は、日本人が苦手とするところなのですが。

田中　協同労働の協同組合が質的に深まっ
ていったとして、それが企業社会とは関係
のないところで成立するものなのか、企業
社会に相当影響を与える存在になるのか、
そこらへんは、どういうようにごらんに
なっていらっしゃいますか。もちろん私た
ちは、自分たちが生き延びるだけではなく、
企業や市場のあり方に変更をせまっていく
ことができるよう願っているんですけれど
も。この本も、協同組合というと、限られた
空間、閉じた空間の物語というふうに見ら
れがちなので、私たちの問題意識は、企業で
働く人々や、協同組合以外の非営利・協同部
門で働く人々とも多くの接点を持つもので
あるだということを意識して書き進めてき
ました。外側というか、企業社会に対してき
ちんと投げ返せる何かがほしかったのです
が、正直言ってそれが表現できているかど
うか心もとありませんが……。
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堀内　先ほど田中さんが、
企業が入ってくるような
マーケットではなかなか競
争できない。でも、日本で
は企業が入っていない領域
はない、とおっしゃいまし
たよね。そうすると、日本
においては、協同労働の価
値というものを認識する、
その価値が認識されたとき
に企業社会に影響力を持て
るようになるのではないで
しょうか。隙間産業をやっ
たらいい、という問題では
ないと思いますね。

杉村　そうですね。

堀内　おそらく、地域のニーズや個々人の
ニーズに合わせた、地域に密着した仕事で、
単なる市場価値だけではなくて、何らかの
公共的な価値のあるものを生み出す、とい
うことではないかと思うのですが。

杉村　そこに、政策入札――価格だけでな
く、その他の社会的価値を入札の評価項目
にしていく入札制度のことですが――が導
入されていけば、協同組合が成り立ってい
く基盤ができますよね。きちんと運営でき
るようになっていけば、そこからまた広
がっていくというのはあるかもしれません
ね。

堀内　今、ＮＰＯの活動がずいぶん盛んに

なっていますね。ということは、人々が非営
利の領域でやりたいことがある、というこ
とではないかしら。また、これからは社会的
企業というのも出てくると思いますし、Ｎ
ＰＯ、協同組合も含め、多様な働き方を通じ
て自分がやりたいと考える活動、仕事をす
るような社会になってきているのではない
かとも思えるのです。本の中にも、若い人が
なかなか就職が決められないという話が出
ていますが、それもある意味、自分を非常に
大事にしていて、自分ができること、やりた
いと思うことをやりたいという気持ちが強
い、ということなのでしょうね。会社を辞め
てＮＰＯに行く方もいますしね。

田中　ＮＰＯも協同組合もそうですけれど
も、自治体の直営サービスの委託先として
期待されるという、民営化の流れの中で都
合のいい使われ方をしている側面があるよ
うに思います。非営利の側も自治体が仕事
をくれるというと、それを肯定的に考えて
しまう傾向があるんですね。もう一歩さか
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のぼって、ほんとうにその仕事は公務労働
による直営ではなく委託する意味があるの
かというのを、非営利・協同の陣営自身が考
えないといけないと思うのですが。理想を
言えば、ＮＰＯも協同組合も、受託・委託と
いうのを一回離れて、そのサービスがどう
いう内容で行われるべきか。その内容を実
現するには、どんな担い手構成が望ましい
かを、自治体も一緒になって検討する、とい
うプロセスが必要だと思います。受託する
かどうかはその次の段階なのですが、実際
には、その前の段階を抜いたところで仕事
のやりとりが行われています。

杉村　アスランの場合は、民間の出版社か
ら仕事を受注するという関係ですが、仕事
の料金はどんどん安くなり、納期はタイト
になってきているなかで、少々不満があっ
てもその仕事を受けないと成り立っていか
ない、というジレンマを抱えています。です
から、アスランという一事業所だけが頑
張っても限界があるので、同じような立場
にある人たちと手を結んで、最低請負料金
みたいなものを設定できないかと、考えて
いるところです。そういう人たちが今はバ
ラバラですけれども、まとまってひとつの
声をあげれば、変えていけるものもあるの
ではないかと思っています。
　行政とか、法律とか制度とかが変わるの
を待つのではなく、こういうことが不足し
ているとか、こういうふうにするとよくな
るとか、現場の実例を出しながら問題提起
をしていくことで、行政やもっと広い意味
での社会を動かしていくことができるので
はないでしょうか。またそれもひとつのエ
ンパワーメントというか、自分たちで変え
ていけるんだ、ということになると、どんど

ん変えようという人たちが生まれてくるか
もしれないと思うんですよね。

堀内　ひとつ田中さんにお聞きしたいのです
が、イタリアの経験に照らしてみて、日本で
もこういうことができるのではないか、こ
ういうふうにシステムを変えたほうがいい
のではないか、というようなものはありま
すか。

田中　具体的な例で言えば、先ほどから出
ている入札制度についても、イタリアの協
同組合は制度設計自体にかなりイニシア
ティヴを発揮しているように思います。あ
る自治体に入札の仕組みをつくるときに、
たとえば入札にどんな評価項目を入れるか
とか、経済的価値と社会的価値をどういう
配分にするかとか、そこまで協同組合自身
が制度設計に参加している例もあります。
ただし一部の中小企業からは、自治体と協
同組合の密接な関係を批判する声もあり、
課題も多いようです。
　さっきおっしゃっていた公正な働き方だ
とか、事業の社会的価値を評価するシステ
ムが公共事業が絡む部分では、一部的であ
れ存在しているということです。

堀内　日本でも、もう少し社会的なものの
価値を公共政策の中で反映させる、という
ことが課題になるのでしょうね。

田中　それを当事者である担い手たちも一
緒に制度設計するという場、対話のチャン
スをつくっていけるかどうか、ということ
ですよね。ただし、それが中小企業をつぶさ
ないような方向で、中小企業も一緒にやっ
ていく体制をつくっていくことができれば、
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イタリアが経験している問題点もクリアで
きると思うんですけれども。

堀内　日本でも、この本に書かれているよ
うな働き方が出てきていて、次は、そういう
人たちの力をどうやってうまくサポートす
るか、制度に反映できるかというのが課題
になりそうですね。

―――日本でのディーセントワーク実現の
取り組みと、重なるところはありますか。

堀内　ディーセントワークというのは、仕
事を中心に考えられがちだけれども、仕事
だけを見ているのではありません。その人
の人間らしい生活がどうやって達成できる
かを考えたものがディーセントワークなの
で、当然のことながら仕事と家庭の両立と
いうのは前提条件といえます。そういうふ
うに見ていくと、日本では少し仕事に偏り
過ぎた生活をしている人が多いので、もう
少しバランスをよくするというのが課題で
はないかと思います。
日本はまだまだ男性型社会で、男性の働
き方がモデルになっており、女性は二次的
という位置づけです。女性の働き方という
のは多様な働き方になっていて、その働き
方をよくすることが課題のひとつなのです
が、同時に、それを受け入れることのできる
社会システムへと変えていくことが必要な
のではないかと思います。

杉村　そこには、社会保障のシステムも、そ
れこそ住宅の問題から、保育の問題から、全
部含まれてきますよね。

堀内　そうです。そういうシステムがある

から、人々が安心して働けるわけです。その
システムは、企業社会だからといって企業
が全部背負うわけにはいかないし、やはり
いい意味での政府・自治体による公共政策
の役割と、いい意味での企業の役割と、いい
意味で個人がエンパワーして積極的に参加
することで、そういう制度をつくっていく
ことが必要なのではないでしょうか。

田中　協同組合やＮＰＯがシステム構築に
参加できる条件が整えば、そうした流れも
つくりやすいと思います。

堀内　そうですね。参加できるシステムを
どうやって構築できるか、ですね。

―――最後にひとつだけ。この本は、若い人
にもぜひ読んでほしいなと思いました。若
い人たちのネット掲示板をみていて思うの
は、今、正社員になれない人たちの数がもの
すごく増えていて、働く中で成長するとい
うことが、この日本でできるのだろうか、と
感じています。そういう意味で、「仕事の価
値」「労働の意味」を考えさせてもらえる本
だなというのが感想です。今日は、どうもあ
りがとうございました。


